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2021年10月31日から11月13日の日程で、COP26（国連気候変動枠組条約第26回締約国会議）が
英国のグラスゴーにおいて開催されました。今回はその内容について紹介します。

そもそもCOPとは何か？
COPとは、『締約国会議（Conference of the Parties）』の略称で、国連気候変動
枠組条約（UNFCCC）の加盟国が地球温暖化を防ぐための枠組みを議論する
国際会議です。1995年から始まった取り組みで、新型コロナウイルス感染拡大
に伴って中止された2020年を除き、毎年開催されてきました。

COP26では何が決まったのか？
COP26は2021年11月13日に、「グラスゴー気候合意」を採択して閉幕しました。
その中でも注目すべき点を紹介します。

①1.5度の抑制目標

2015年に採択されたパリ協定（COP21）
では気温上昇を2度未満に保ち、1.5度
以内は努力目標とされていました。しか
し、最新の科学的知見や気候変動への
危機感の高まりから、今回表現が強化
されました。

②途上国への資金支援倍増
1.5度の抑制目標を達成するには途上
国も温室効果ガスの排出量を減らす必
要があります。そのために、先進国から
途上国への資金支援を2025年までに
2019年比で最低2倍にする目標が立て
られました。

③石炭火力発電の段階的な削減
議長国の英国は、当初「排出量削減対
策が講じられていない石炭火力発電の
段階的廃止」との表現で合意を目指し
ていました。しかし、インドなど石炭火力
発電の依存度が高い国の反発により
「段階的削減に向けた努力を加速する」
というトーンダウンした表現になりました。

④パリ協定第6条のルール整備
パリ協定第6条では温室効果ガスの排
出削減量を政府間や民間で取引できる
制度が認められていましたが、詳細な
ルールは決まっていませんでした。
今回ルールが整備されたことにより、企
業などによる「脱炭素ビジネス」の活性
化が期待されています。

◀COP26世界リーダーズ・サミットでスピーチを行う岸田首相
（出所）首相官邸ホームページから引用（https://www.kantei.go.jp）

世界で進む脱炭素社会実現に向けた取り組み
日本からは岸田首相が首脳級会合で演説し、2030年度
の温室効果ガスの排出量を2013年度から46％削減する
目標を含む気候変動対策を呼びかけました。

2022年1月7日

脱炭素社会の実現に向け、先端的な技術を有する
日本の中小型企業の活躍が期待されます。




